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１ 
現在、江戸の町を環境面で美化した都市像〈「リサイクル都市」、「漬
（１） 
潔都市」、「醐境都市」など）として捉える一一両説が広く浸透し、墹幅さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
江
戸
の
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
画
す
職
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
古
物
を
買
い
染
め
て
Ⅳ
使
川
・
再
利
川
し
て
販
売
す
る
多
種
多
様
な
商
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
江
戸
の
町
に
は
そ
う
し
た
職
人
や
商
人
が
存
在
し
、
一
部
に
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
ら
が
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
必
ず
し
も「リサイクル都市」や「洲潔郁巾」・「蝉境都市」を保隙するもので
は
な
い
。
こ
こ
で
の
間
趣
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
人
々
が
多
数
存
在
し
、
江
戸
住
民
が
ど
の
よ
う
な
意
識
で
そ
う
し
た
行
釛
を
と
っ
て
い
た
の
か
を
、
当
時
の
社
会
構
造
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
江
戸
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
住
民
が
排
泄
し
た
尿
尿
の
周
辺
農
村
で
の
下
肥
利
用
が
あ
り
、
都
市
の
尿
尿
処
理
問
題
を
解
決
す
る
有
効
な
手
段
と
し
て
理
想
的
に
捉
え
ら
れ
、
江
戸
と
周
辺
農
村
の
物
質
術
環
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
近
世
の
日
本
に
は
「
環
境
」
の
川
語
も
概
念
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
提
起
さ
れ
た
都
市
像
の
突
証
的
な
分
析
な
く
し
て
、
は
じ
め
に
江
戸
の
下
肥
流
通
と
尿
尿
観
環
境
面
で
理
想
的
な
都
市
像
を
江
戸
の
町
に
求
め
る
こ
と
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
脈
か
に
、
江
戸
に
は
都
市
と
し
て
の
「
環
境
」
が
存
在し、さまざまな「環境」問題も多発していたが、その「環境」を人々
が
ど
の
よ
う
に
意
識
し
、
捉
え
て
い
た
の
か
は
改
め
て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だろう。
近
年
、
江
戸
の
町
を
環
境
一
的
に
理
想
化
し
た
言
説
に
対
し
て
、
批
判
的
な
実
証
（２） 
研
究
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
粁
淵
〈
Ⅲ
桁
氏
は
、
江
戸
の
ゴ
ミ
処
理
を
再
検
討
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
町
人
地
の
な
か
で
も
中
心
部
の
町
を
対
象
と
し
、
武
家
地
や
寺
社
地
、
吻
木
の
川
人
地
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
尿
尿
処
理
に
つ
い
て
も
、
尿
は
下
水
に
垂
れ
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
、
十
分
な
熟
成
を
経
な
い
下
肥
の
利
川
に
よ
っ
て
寄
生
虫
病
の
価
備
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
の
町
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
」
像
や
「
消
潔
都
市
」
像・「蝿境郁巾」像の呪縛からの解放を目指して、江戸の保尿処理の実
態
を
、
周
辺
農
村
の
下
肥
利
用
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
事
実
に
即
し
て
究
明
し
、
そ
の
「
環
境
」
面
で
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
尿
尿
の
商
品
化
の
歴
史
的
経
緯
や
市
場
規
模
の
問
題
、
そ
し
て
下
肥
を
通
じ
た
江
戸
と
周
辺
農
村
と
の
物
質
術
理
の
事
実
関
係
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
江
戸
の
人
々
の
尿
尿
観
に
つ
い
て
も
究
明
し
て
い
き
た
い
。
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性た下らの１《活の半り高腱り安よあ移のが
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のも生をは人は尿そつ通につのの年しのの契、
処ら活含武と下m（のたななた発対貢て巾交機そ
理わにむ家Ⅱｆ桶が周゜どつ･達象のし心流との
をな迷一屋ば除砿辺特のたこににｌＷだは仁な開
めけ惑を敦れとｉｌｌｊ農に、ｉ･のよな収い草よつ始
ぐれな文やた称な村、でたつりやに木るた時つばも払寺。ざ肥が十難めて、農利灰下の期
てなのう社１くれ科江七し、そそ業１１１やＩ１１ｕがは
金らでこ・掃、と戸ｌｌｔさ鍵のれ経ざ刈技、二銭なあと町除こし向紀が分周に営れ敷術都毛をいつで人人のてけ後あの辺よのるでのｉｌｉ作
尿
尿
の
商
品
化
と
そ
の
市
場
規
模
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職i繊総撚溌識LLF継Ｗ暹詑：脈２愚ⅦWiiiiiT篭洲；：
のの村の彦
支とこ人で根
払認こがあ藩
い識で確り江
をし」を認、戸
行、IIPしこ屋
つ藩毛あの敦
てかト１つ兄の
いらはた返尿
たの、のり尿
事伝彦でには
実‘ＷｉｌｌI↓あ藩一上
Ｉよの滞るの野
確墹江・要毛
認馬ｉ二『諭付
で仁雁がの
きｌｉｊＩｌＭ（あ農
なじのれ枡
いる尿ば肥
･決爪伝料
つ意の,Niリへ
まを１１「の下
りｌＩｊｌげｊＷ肥
、め波‘Ⅱウー
こてしにと
のいを応し
鞭るｌｌｌｉじて
例がIllIIる頭
で、あこ要
は金るとな
尿銭もをも
第１表亀島町組屋敷の下掃除代（享保19年.1734）
屋敷才
保仁伴内
年間掃除代
,１０１分泌|：
(A） 
金1
金３分２米
金３分２朱
金３分
回
藤111斧/i術l１Ｉ１ 金１分２朱
金２分２朱
50.0％ 
５５．６％ 
５００％ 
６０．０％ 
(平均)55.6％
松波肋|･郎｜金liIIlj ２朱
金２分２朱
金１分２米 一山 800文金３両２分２朱・’
(註）享保l8flzl211「寅f｢分拙除代謝l((党」（ＩＩｌｌ島家父,I}」輔９巻）よl)作成
造’'１１．つ多のｌｋｌし
そも〃た量高はて江へ
の複・・のい、ｉｎ戸二
結雑村ま下下江典の￣
采化方た肥掃戸祝ＩｌｌＪ下、しと、を除ＩＡ１さか肥下、も下確人辺れらのｌｌｕ１Ｉ１にｌｌｕ保とＩＩＬる排市Ｉｌｌｈｌｌｌｌｌｌｌｌのす契村にｉｌｕ場段州収灘？ｋボ櫻繊i脈蝶蝋鱗ｉｉｉ灯:上懸矧Ⅷiii雛窪
を処取れ約たあ比額民たそ組
合ＩｌｌｌＩ〕こ、がこのつ例はた。の屋岻
むよをの￣卜交のでたし、ちか代敷バウ
ーリ｜､|【よｌｌｕわ事あ・て一かれ金のＩｌ１１
をもわうのさ例るそ文人らはを七に
文下ずに金れか・し払斗雪in’一人は
払肥に、蚊、らてわた隠雁ｌｉｌｉのl111iRI,,,ｗ,i3l3iii然艫'1}ｷ'粥つの行元取代、,川,,けど,｣文,,，#Ｍ金￥Ｍ１ボス)ｉｉを仙享ろ↑|ｉ仏にれわ一委除ｌｌＹひ・賀がｌＩｉＬま（こいはでけ公託代つと｜両llIliliil111iKキlMi淵幡釆溌Ｋ”iiw胤艸ｉｉｉ鰹:鯛ilil震式農は処このと#鯛ｉＭｉ霊鰄し江ラ肥かつ民い化ス「⑯ての垣!;乗ｉ'４%い(て戸ﾝ入るいと難蝿蝋た民がとの｜H］１W，》Ｆ１）さ契
川目lllAl
商都ilAlA］
|Ｉ 
分１ ・’’－ １ 金
△ロ、●●、１＃ ２２ 分分２３ 金向６ 余
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第２表下肥値下げ運動の参加村々と惣代（寛政４年６月）
江戸周辺の農民たちは、寛政期以降幾度かにわたって、下肥値段の値
下
げ
を
要
求
す
る
運
動
を
広
域
的
な
規
模
で
結
束
し
て
行
い
、
勘
定
奉
行
や
町
奉
行
を
巻
き
込
ん
で
供
給
先
の
柧
戸
住
民
と
対
塒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
寛
政
期
の
場
合
、
こ
の
迦
吻
に
参
加
し
た
村
々
は
第
２
表
に
示
し
た
よ
う
に
般
終
的
に
は
武
蔵
・
下
総
川
囚
内
の
一
○
二
一
力
村
に
逃
し
、
災
に
多
く
の
村
々
が
江
戸
の
町
か
人をつら
と示たそ排
のすのれｉｌｕ
ｌＡＩ史ででさ
人料あはれ
契はろ、る
約確う江尿
に認か戸尿
よさ･のを
つれし町下
ててかか肥
行いしらと
わな、供し
れいこ給て
て．れさ利
おそまれ)月
りれでるし
、は江下て
ま、戸肥い
た下のはた
そ掃１１１「どの
れ除全れで
'二が体くあ
か江のらる
か戸下い･
わ住肥の
る民取Ｔｌｉ
調とり｜場
在下の規
に掃総模
し除額だ(註）寛政４年６１１「If肥血股ｿ「ドケガlⅡp(Uf-ll:」（｢東リ;(01i史欄」巌業篇38）よl〕１Ｍ(。
領名 村数 小計材数 惣代
武蔵lZ1葛飾'１１１束葛ｉｌｌｉ領
武蔵lZ1葛飾那弐合半恢
下総lZ1葛飾ｉｉｌ小金１１１（
下総ＩＥＩ葛飾郡行徳繊
下総|座I千葉郡
５５ 
８０ 
２３ 
`Ｉ 
８ 
170 東葛iHiIiH金IHJｲ1名子iilIll蔵
武蔵１m葛飾ｉｉｉ西& }Ⅱi緬本Ⅱｌｎ１ｌ 3３ 3３ 上干紮'１名』ｉ瀦左iI1il帥１
武jMilE1葛飾郡llli喝 iFli緬新Ⅱ1筋 3'１ 3４ I&戸ｲl《I孟寄Ｉ尚左衛'''１
武蔵lIil足立ｊｌＩ洲》」
武蔵|F1足立|Ⅱl谷７１
縦
|Ⅱ慨
`1５ 
１６ ６１ 洲江繊大谷Ⅱ111''二ｋ治ｲjilWli11
武蔵ＩＥＩ足立１N<舎人1M（
武蔵ｌＥ１足立１１１l平柳縦
武蔵ＩＥＩ足立Iiil谷古Ⅱ16(i1iiiｵ{Ｉ
武蔵Ir1足立郡木崎散
武蔵II1足立１１１１兄沼緬
武蔵'１１足立郡安行ｉＩｉ
武蔵lZ1足立祁赤llI付ｉ
武蔵111足立祁南部領
武蔵E1足立iIil浦１１１槻 ０５２８８３８７１ １１１ ７２ 平柳徹領家'１名主］}iL1Wi
武蔵lE1橘樹WIllIl崎61( 2`Ｉ 2４ 矢向'１佑主忠兵術
武蔵ＩＺ１荏'1;1llllluⅡ1行領 5２ 5２ 北沢ｲ|名主イリ左伽'''１
武蔵IZl多摩１１１１野力械
武蔵ＩＺ１豊rMlIl野方慨
武蔵|Ｆ１新座１１１１野方1M（
武蔵|F1多摩|Ｎｉ府'''611
武蔵国多l喉llillltlⅡrHi【Ｉ
５７ ５２ 
６６ 
110 多摩lil野方領''１野ｌｌｆｉ主リllｲj術'''１
多摩'''１野方領犬》/{ＩＩｆｉ主惣次郎
jMilZl荏１１i(Ｉ１ｌｌ０Ｉ１ｊ込傾 1５ 1５ 雪ケ谷村名ilf幸ｨii/iｉｌ１１ｌ
蔵'１１瀧原郡六郷慨 3`Ｉ 3４ 矢[I||名主Ｉｲﾐ忠次
武蔵|F1荏IMiill品l11Iil（
武蔵国荏〃(●圏脇Ｉｉｌ人会麻ｲIifMi
11 
16 2７ 品川領111;木|('１名z1Hlli左術'''１
武jMiIZ1橘樹ｉｉｉｌ神奈111額 3２ 3２ 住樽ｲｨ年寄権兵iＩ
武蔵|正1橘M1illl稲毛徹
武蔵ＩＺ１都筑郡神奈川領
５１ 
８ 6２ 稲毛領二子付、姓源左術'0１１
武蔵国埼玉郡八条(I（ 3５ 3５ 大瀬ｲl借主jl2蔵
武縦IZ1豊liMlll岩渕iMi
武蔵国豊ﾊﾟﾙ祁峡|Ⅱ領 ８６ １Ｉ 3４ 岩渕MilHiケカ;('１触次権左術'１０１
武蔵lⅡI足立iｌ
武蔵lI1足立１１ ｆ １１ 赤戸 1`Ｉ ２ 1６ 赤111領摘宮WiⅡ1#llljli八蔵
武蔵lZl都筑那小I1MIi
武蔵国多I駅iillWI木械
武蔵回多l験illl府ｌｌ１ｆＩｉ
７７ 
６ ３ 
5０ 府ilI領下;ｲiiⅡ1ｌｌ名主１１７左術llIl
府II1fMi矢野[111ｲ1孟寄ｉｌｌｉﾉ,:i)iiIⅡ１
下総にI葛飾郡行徳傾
下総ＩＥＩ葛飾ｉｎl小金制（
3(ｉ 
２`Ｉ 6０ 行懲慨iTIT川WiIⅡ名三1：紫/iWjl1I1
武蔵国登lfMllI峡ⅡⅢ（
武蔵国理Ｉ;Ｊ・新llilIl野方61ｉ
武蔵国豊Ｘｊ・足立|Ⅱ1戸111付Ｉ
武蔵|F1足立lIl笹１１．植IⅡ谷fW（
武鮫lZ1足立１１IliiliiⅡ．｣j野6!（
武蔵国足立祁兇W{・安打iMi
武蔵国新座・人lllllNl
1３ 
１３ 
１１ 
８ 
２１ 
２ 
3２ 
100 峡lⅡ$【i志村fi=|：藤ﾉf術Ｉｍ１
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て
も
村
を
単
位
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
下
掃
除
の
契
約
は
金
銭
取
引
ば
か
り
で
な
く
、
大
根
・
茄
子
・
干
大
根
・
沢
庵
漬
な
ど
と
も
交
換
さ
れ
て
お
り
、
市
場
規
模
を
把
握
す
る
こ
と
は
榊
造
的
に
無
理
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
山
に
よ
り
、
下
肥
の
市
場
規
模
の
全
体
像
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
だ
が
、
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
江
戸
周
辺
の
農
民
た
ち
が
寛
政
期
の
下
肥
値
下
げ
運
動
の
な
か
で
作
成
し
た
史
料
に
は
、
「
寛
延
年
中
之振合之荒増、人数百人二付壱ヶ年金弐両位、壱荷二
（７） 
付銭三拾弐文位机場」とあり、寛延年間（一七四八～五一）には人数
一
○
○
人
当
た
り
の
一
カ
年
の
下
肥
値
段
は
お
よ
そ
金
二
両
、
一
付
（
四
斗
）
当
た
り
の
値
段
は
お
よ
そ
銭
三
二
文
で
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
江
戸
の
人
口
が
お
よ
そ
一
○
○
万
人
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
一
カ
年
の
下
肥
値
段
総
額
は
お
よ
そ
金
二
万
両
、
そ
の
総
量
は
三
七
五
万
荷
（
金
一
両
を
銭
六
貫
文
で
計
算
）
と
い
う
推
定
が
可
能
で
あ
り
、
比
較
的
大
き
な
市
場
規
模
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
住
民
一
人
当
た
り
の
一
年間の尿尿の排泄量は一一一・七五荷（およそ二七○リットル）ほどであ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
住
民
の
尿
尿
の
大
部
分
が
周
辺
農
村
の
下
肥
と
し
て
術
興
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
少
く
と
も
、
川
辺
腿
村
に
と
っ
て
は
江
戸から排泄される尿尿が農耕肥料として欠かせなかったのである。
ま
た
、
お
よ
そ
四
○
年
後
の
寛
政
四
年
（
’
七
九
二
）
六
月
十
六
日
、
室
町
名
主助右衛門ら二一人が作成した「下肥値段値下ヶ請書」によれば、「町
中
惣
家
守
人
数
凡
壱
万
九
千
三
百
八
人
之
内
九
千
五
百
三
十
七
人
、
足
迄
下
掃
除
（８） 
代金圭恒ヶ年分金銀銭極之分合弐万五千三百九拾八両余」とあり、江戸
の
町
方
の
お
よ
そ
半
数
の
家
守
が
受
け
取
っ
て
い
た
下
掃
除
代
（
下
肥
代
金
）
は
一カ年で二万五一一一九八阿余であったという。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
の
町
方
の
す
べ
て
の
家
守
が
受
け
取
っ
て
い
た
下
掃
除
代
は
お
よ
そ
金
五
万
両
余
、
ま
た
こ
の
頃
の
江
戸
の
人
口
が
町
方
五
○
万
人
、
武
家
・
寺
社
方
五
○
万
人
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
江
戸
の
町
全
休
の
下
掃
除
代
は
お
よ
そ
金
一
○
万
両
余
と
い
う
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
寛
政
年
間
の
下
肥
値
段
は
寛
延
年
間
の
お
よ
そ
五
倍
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
市
場
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
江
戸
へ
御
川
・
商
川
・
旅
・
出
稼
ぎ
な
ど
で
訪
れ
た
人
々
の
保
尿
も
加
え
る
と
、
江
戸
の
町
は
膨
大
な
下
肥
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
江
戸
周
辺
の
農
民
た
ち
が
下
肥
値
段
の
高
騰
に
よ
っ
て
農
業
経
営
が
困
難
と
な
り
、
江
戸
の
町
を
相
手
に
そ
の
値
下
げ
運
動
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
情
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
の
通
勤
の
最
終
的
な
目
的
は
、
下
肥
値
段
を
寛
延
年
間
の
水
準
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
目
淵
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
も
、
江
戸
川
辺
の
農
民
た
ち
（
江
戸
周
辺
農
村
六
五
○
力
村
余
が
参
加
）
は
下
肥
値
下
げ
迎
助
を
展
開
し
、
そ
の
議
定
書
の
な
か
に
「
去
々
丑
年
（
天
保
十
二
年
）
壱
ヶ
年
分
下
掃
除
代
金
三
万
五
千
（９） 
四
百
九
拾
両
余
」
と
あ
り
、
天
保
十
二
年
の
江
戸
の
町
方
（
運
動
に
参
加
し
た
六
五
○
力
村
余
の
下
掃
除
先
分
力
）
の
一
年
分
の
下
肥
売
却
代
金
は
金
三
万
五
四
九
○
両
余
で
あ
っ
た
と
い
う
。
寛
政
期
と
比
較
し
て
迎
吻
参
加
村
が
三
七
○
力
村
余
少
な
い
の
で
、
先
の
金
緬
に
Ⅱ
刑
七
分
を
乗
じ
て
足
す
と
金
五
万
四
七
一
九
両
と
い
う
数
字
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
町
方
・
武
家
方
と
も
に
人
口
が
五
○
万
人
と
仮
定
す
る
と
、
下
肥
代
金
の
総
額
は
お
よ
そ
金
二
万
両
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
市
場
規
模
は
寛
政
期
を
多
少
上
回
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
農
民
側
は
下
掃
除
代
の
一
年
分
の
相
場
を
一
ｈ
歳
以
上
の
男
女
一
人
当
た
り
銀
二
匁
七
分
く
ら
い
を
最
渦
限
度
に
し
て
町
方
と
仙
段
引
下
げ
の
交
渉
を
行
う
こ
と
も
取
り
決
め
て
い
た
。
尿
尿
の
下
肥
と
し
て
の
商
品
Ⅲ
価
が
高
ま
る
ほ
ど
、
下
肥
値
段
は
高
騰
し
、
そ
の
こ
と
が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
農
民
側
は
下
肥
値
段
の
値
下
げ
運
動
を
展
開
し
、
大
量
か
つ
安
価
な
肥
料
を
確
保
す
る
こ
と
に
精
力
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を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
江
戸
の
灰
尿
が
川
辺
農
村
の
農
耕
肥
料
と
し
て
術
現
し
た
こ
と
は
都
市
衛
生
上
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
現
境
に
配
脳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
近
世
中
期
以
降
は
あ
く
ま
で
も
尿
尿
処
理
を
通
じ
て
金
銭
や
蔬
菜
を
入
手
し
た
い
町
側
と
、
安
価
な
肥
料
を
大
量
に
確
保
し
た
い
農
村
側
と
の
思
惑
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
に
市
場
原
理
が
働
き
、
尿
尿
の
商
品
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
た
の
が
陸
水
運
の
発達で、都市と農村との物質循環の原動力となったのである。
二
下
肥
取
引
の
地
域
事
例
（｜）武蔵国多摩郡押立村の下肥取引
武
蔵
回
多
摩
川
川
立
村
（
呪
府
中
市
）
に
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
二
月
に
作
成
さ
れ
た
「
下
掃
除
戒
段
引
下
ケ
カ
対
談
習
上
ヶ
帳
」
と
い
う
帳
輔
が
あ
る
。
こ
の
帳
禅
は
、
寛
政
元
年
か
ら
は
じ
ま
る
江
戸
川
辺
腱
村
の
下
肥
価
段
引
下
げ
迎
助
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
第
３
表
である。
これによれば、川立村には六人の下掃除人が確認でき〔腿応三年（一
八
六
七
）
も
六
人
。
因
み
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
戸
数
は
七
九
粁
で
あ
り、村人のごく一部の者が下掃除に従事していた〕、いずれも江戸の町
の
う
ち
麹
町
や
四
谷
周
辺
を
下
掃
除
場
所
と
し
て
い
た
。
そ
の
契
約
先
は
長
屋
を
管
理
す
る
家
主
ば
か
り
で
あ
り
、
｜
年
間
に
下
肥
三
○
駄
か
ら
一
九
二
駄
の
範
囲
内
で
取
引
を
し
て
い
た
。
一
駄
の
貢
取
値
段
も
銭
九
三
文
三
分
か
ら
銭
二
○
○
文
ま
で
の
幅
が
あ
り
、
一
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
下
掃
除
（下肥）代金というのは下掃除人と各下掃除先との個別契約でその値段
が
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
｜
方
で
、
下
掃
除
人
は
村
単
位
で
組
合を結成し、下掃除に関する議定書を取り交わしていた。
慶応三年（一八六七）九月二十瓦Ⅱに作成された抑立村の「議定一
札之事」によれば、「当組合之義打、葛西傾始川附村々与船肥迎送之瑚
展も農しを下と江か村候而成御届ケ諸之掃くけは共肥所
溌川灘鱗
1の下掃除人（寛政３年．1791）動多摩郡押立オ
下掃除先
家1:鵬、郎
家1｛だ/j術''1｜
家iiWLiIi
家11六（iiIill11l
家1{ﾆﾚ兵術
家Mli兵術
第 ３表 武蔵国
ミ
ー
ー
下掃除町名下掃除人
次郎右衛門
安右衛門
茂右衛門
長蔵
善蔵
艮ｨLi術''１
鮫１１１橋
麹町＋三「|］
四谷裏iii補IIJ
四谷大水戸
四谷伝馬町三
麹町＋－１１］
ｒ１ 
Ｌ」
Ｘ 
(註）寛政３年２月「下拙除iiWZlﾘ|下ケガ対AMI上ケ帆」（11ｲl1l1iliの近'[Ｉ民政Ｗ料１１１｣）より作成。
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（二）武蔵国荏原郡上野毛村の下肥取引
彦
根
蒲
江
戸
展
散
の
下
揃
除
は
、
従
来
、
世
川
谷
領
代
官
の
大
場
氏
が
独
占
し
て
き
た
が
、
御
脇
飼
料
と
し
て
の
赦
班
や
苅
豆
の
上
納
、
そ
れ
に
上
屋
敷
の
ゴ
ミ
処
理
の
義
務
を
怠
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
を
負
担
し
た
同
藩
世
川
谷
領
村
々
の
名主たちが諸負うようになった。その後、この義務が混乱するように
な
っ
た
の
で
、
こ
の
う
ち
一
四
力
村
（
世
田
谷
・
用
賀
・
野
良
田
・
小
山
・
下
野
毛
・
上
野
毛
・
瀬
田
・
鎌
川
・
大
蔵
・
宇
奈
根
・
岩
戸
・
和
泉
・
猫
方
・
八
幡
山
の各村）の名主たちが、井伊家の桜川上屋敷と干駄ヶ谷下屋敷の下掃
除
を
任
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
同
家
に
毎
年
御
馬
飼
料
と
し
て
敷
藁
と
苅
豆
を
上
納
し
、
ま
た
上
屋
敷
内
の
芥
捨
場
一
二
カ
所
の
ゴ
ミ
処
理
を
つ
と
め
、
さ
ら
に
毎
年、干駄ヶ谷下屋敷の御菜園御川肥として馬糞六○駄・下肥一三○駄
ず
つ
を
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
化
四
年
二
八
○
七
）
八
月
、
一
四
力
村
の
名
主
た
ち
の
述
名
に
よ
っ
て
作
（Ⅲ） 
成された「縦走一札之邪」によれば、「両御雌鋤下掃除当時拾六株削△、
向後所持可致候」、あるいは「右拾六株之内荒届一郎兵術・大場弥十郎
様分先年より壱株シ、御所持被成候」とあり、井伊家の江戸展敵の下
抓
除
の
権
利
は
前
述
し
た
一
Ⅲ
力
付
名
主
と
世
田
谷
弧
代
官
の
荒
居
・
大
場
両
氏
の
一
六
株
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
名
主
の
退
役
な
ど
の
場
合
に
は
掃
除
株を取上げ、三年分の掃除代金を助成し、新しい名主が就任し掃除株
を
望
ん
だ
場
合
に
は
着
任
四
年
後
か
ら
加
入
を
許
し
、
金
ｎ
両
を
三
力
年
賦
で
出
金させることにした。なお、天保期の上屋敷のゴミ処理は「御領分材々
（胆）
年番一二ヶ材シ、年々順番を以右取片付仕来候」とあって、彦根藩世田
谷領村々のうち三力村が一年交替で順番につとめることになっていた。
一
方
、
彦
根
藩
世
川
谷
領
村
々
の
う
ち
、
上
野
毛
付
（
現
世
Ⅲ
谷
区
）
に
は
第
４
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
段
階
で
｜
川
人
の
下
掃
除
人
が
い
て
江
戸
の
町
で
下
掃
除
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
下
掃
除
先
は
芝
・
三
川
・
麻
布
辺
り
の
武
家
屋
倣
・
川
力
長
原
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
武
家
屋
敷
は
三
軒
だ
け
で
あ
り
、
残
り
の
多
く
は
町
方
長
屋
で
あ
り
、
尿
尿
の
汲
取
り
量
に
大
き
な
差があった。芝三川の松平川波守は徳島藩主の蜂須賀家であり、同じ
く有馬玄緋頭は筑後久別米藩主の有馬家であり、膨大な砿の尿尿を排
泄していた。この脇蚊には多数の家臣が詰めていたのであろう。この
第４表武蔵国荏原郡上野毛村の下掃除人（天保14年.1843）
(註）天保14年６｢１「武川住１１】(郡ＩＪｆＣｌｌ肥し代I【(i）1」（｢11ⅡⅡ谷区山科鏡普ｊ第１１巻）よl〕作成。
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 駄数 １年間下掃除代
平八・元右衛門 芝三lⅡ 松ＷＩ１Ｉ波守 960 金17両２分
忠右衛門 Vli久保 '''1ｲﾃi三ii1守 120 金３両
重右衛門 麻布坂下１１「 家二1ｾﾞﾊ'１次rｌｌ 4８ 金１両２分
五郎平 芝|ｊ)Ⅲ１７台FII 家三Ｍ？〈兵側 1８ 金２分
llE1Ii郎 芝ll1町一ＴｌＺＩ 家z'２次兵ili 3６ 金３分
弥七 芝三[Ⅱ小'1111「 己Ⅱ■； 即ｌ Ⅱ｜ ●■● ｊ 家 術 4８ 金１両３分
次右衛門 芝}１１町六丁１１ 家二Ｍi兵iii 1８ 金１両
同 芝三[Ⅱ桁路 家二ii惣Ｊｉｌｉ 1８ 金２分２朱
|可 「芝三[Ⅱ－Ｔ[１ 家三iii1i兵iｉ 1８ 金２分３未
紐次郎 芝三111小IlllHI 家三i{lIq即11 術 1８ 金２分銀３匁７分５１M！
同 麻:Ii桜lⅡIHI「 家主Ｗ兵脚 2`Ｉ 金２分２米銀３匁７分５１【1１
勇次郎 芝三Ⅱ1二Ｔｌ］ 家三i{I|ソ（ 5４ 金１両２朱
ｌｉ 芝三lⅡ一「'１ 家三ｉ:金次郎 1２ 金１分
『 芝三Ｈ１－Ｔ[１ 家三ISjとi1i 1８ 金３分
lｉ 芝三Ill-Tl］ 家二1:武兵術 3０ 金２分２朱
『 芝金杉Ｈ１二Ｔｌｌ 家７１:源次郎 金１分２朱
久右衛門 芝三１１１蝋間F1「 家二1{源1M【 2`Ｉ 金１idjl分
０二■□■●ニマ■。．｜けＢ▼－ 芝三Ⅱ1老墹H1「 家]:忠Iuj 1８ 金１分２米
|同Ｉ 芝三Ⅱl老jilI1lll 家妄iくりi}ハ 1２ 金１分
ili郎右術'１１１ 芝三[1１ ｲ『'１９玄瀞Hf（ 300 金８両
武七 本芝三一「'1 家三iH｣j兵iOi 2０ 金２分
岩次郎 麻布桜Ⅱ1町 家三iH儀七 1８ 金２分
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（三）武蔵国多摩郡吉祥寺村の下肥取引
吉
祥
寺
村
（
現
武
蔵
野
市
）
は
、
武
蔵
野
台
地
に
位
置
し
、
万
治
二
年
（
一
六
五九）に開発が始まり、寛文四年（一六六四）に成立した村落である。
こ
の
一
帯
は
畑
作
地
帯
で
、
肥
料
は
村
内
の
仲
の
頭
池
の
周
り
の
幕
府
血
轄
の
御
林
か
ら
採
取
し
た
刈
救
で
ま
か
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
江
戸
の
大
名
・
旗
本
の
屋
敷
な
ど
の
下
肥
を
人
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
村
に
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
九
月
に
作
成
さ
れ
た
「
武
川
多
摩
郡
吉
祥
寺
村
下
掃
除
場
所
書
上
帳
」
と
い
う
帳
簿
が
あ
り
、
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
５
表
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
村
に
は
｜
川
人
の
下
掃
除
人
が
い
て
、
四
谷
辺
り
で
下
掃
除
に
従
事
し
て
い
た
。
弘
化
三
年
二
八
四
六
）
の
村
の
家
数
は
一
八
八
軒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
村
人
の
一
割
弱
が
下
掃
除
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
村
か
ら
四
谷
辺
り
ま
で
は
往
復
約
六
里
の
道
の
り
が
あ
り
、
政
一
○
粁
の
下
掃
除
先
を
も
っ
て
下
肥
を
回
収
す
る
に
は
労
働
力
に
余
力
が
あ
り
、
馬
・
中
を
も
つ
余
裕
が
な
け
れ
ば
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
村
で
は
下
肥
の
汲
取
り
に
通
う
の
は
一
日
仕
事
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
て
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
四
二
カ
所
の
下
掃
除
先
は
、
三
ｈ
カ
所
が
武
家
屋
敷
、
七カ所が町力の艮屋であった。武家屋敏のなかでも、紀伊徳川家・尾
張
徳
川
家
・
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
の
家
中
の
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
この帳簿には尿尿量が記載されていないが、下掃除代が記されてい
た
め
、
徳
島
藩
の
江
戸
屋
敷
の
下
掃
除
は
平
八
と
元
右
衛
門
の
二
人
が
担
当
し
て
い
た
。
ま
た
、
次
右
術
門
は
三
軒
の
町
方
長
雇
を
下
掃
除
先
と
し
て
い
た
が
、
尿
尿雌が同じ一八駄でありながらそれぞれに下掃除代が異なっていた。
下
掃
除
は
個
々
の
契
約
で
あ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
結
果
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
野
毛
村
の
下
掃
除
は
、
武
家
屋
敷
・
町
方
長
屋
と
も
に
金
銭
に
よ
る
取
引
で
あ
っ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（四）武蔵国荏原郡太子堂村の下肥取引
太
子
轍
材
（
現
世
川
谷
区
）
は
、
元
禄
年
間
以
降
の
村
高
が
三
八
石
余
と
い
う
小
村
で
、
幕
末
ま
で
変
化
が
な
か
っ
た
。
耕
地
は
川
畑
と
も
に
あ
っ
た
が
、
川
が
多
か
っ
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
家
数
は
六
二
軒
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二）は五七軒であった。
こ
の
村
に
は
、
慶
応
三
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た
「
下
掃
除
場
所
収
謝
謝
止
帳
」
と
い
う
峡
紳
が
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
二
八
人
の
下
掃
除
人
が
記
載
さ
れ
、
青
山
・
赤
坂
・
麻
布
辺
り
に
下
掃
除
場
所
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
の
家
数
の
約
半
数
が
下
掃
除
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
六
五
カ
所
の
下
掃
除
先
は
、
武
家
曝
敷
が
Ⅱ
六
カ
所
で
圧
倒
的
に
多
く
、
残
る
九
カ
所
が
町
力
の
腫
脇
で
あ
っ
た
。
こ
の
帷
繍
の
特
色
は
、
一
カ
所
当
た
り
の
下
肥
品
は
記
戦
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
農
民
の
下
掃
除
開
始
年
や
継
続
年
数
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れば、文政十一年（一八二八）に開始した者がもっとも古く、慶応一一一
年
に
な
っ
て
姉
め
た
者
も
い
た
。
こ
れ
は
、
村
人
の
江
戸
の
川
で
の
下
掃
除
の
開
始
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
農
比
個
人
の
開
始
年
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
開
始
年
は
、
文
政
期
一
件
、
天
保
期
一
五
件
、
嘉
永
期
七
件
、
安
政
期
一
三
件
、
万
延
期
五
件
、
文
久
期
九
件
、
慶
応
期
一
五
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、
下
掃
除
先
九
軒
と
契
約
し
て
い
た
称
五
郎
を
除
け
ば
、
残
る
農
民
の
ほ
と
ん
ど
は
一
～
三
軒
程
度
で
あ
っ
た
。
太
子
堂
村
か
ら
背
山
・
赤
坂
辺
り
ま
で
は
往
復
約
三
里
の
道
の
り
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
下
肥
一
荷
を
汲
み
取
っ
て
く
る
の
は
半日仕事とされていた。一荷は四斗で、二斗入りの肥桶二つを天秤で
る
。
そ
れ
は
金
銭
・
茄
子
・
干
大
根
・
沢
庵
漬
で
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
武
家
屋
敷の多くは下掃除代として茄子や千大根を受け取り、町力艮屋はすべ
て
金
銭
で
取
引
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
姉
子
や
千
大
根
は
滅
物
川
で
あ
っ
た
ろ
う。また、馬尿も一年一疋金三両で売買されていた。
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第５表武蔵国多摩郡吉祥寺村の下掃除人（慶応３年.1867）
(il）鷹(ｂ３ｆＩＸ９１１「ＪＭＩ多摩郡吉ﾄﾞﾄﾞｲ｢H1;１M除ﾉﾘ所iII｣2帆」（｢武蔵野ili史ｊＷ*１１日）よl)11:Mq。
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 掃除代
riM：三 ''１１谷左|川１町 飯ⅡＭｌＭＴ術|肌Ｉ 1ケ年１人茄子100,千大Ill100本
|ｎ１ |Ill谷左l１１ＩＩｉ II11l1称三郎 ｌケイ１ １人)iｌ 子100,千大Ill100本
liT1 １m1行左１１『1町 '１M根彦lIu郎 1ケfＩ 1人ﾉﾘＩ 三｢１００，１２大lIllOO本
１１！谷谷船板欄IUi 飯塚忠 可 １ケflも１人iｉ y･100，二'2大根100本
Ｉｉｉｌ １１１１谷谷船lli桷町 鈴木JWI舌術|脈｝ 1ケ年１人ｊｉｌ 子100,千大根100本
liil llq谷鮫河橋行ﾛ［ 家呂iHili兵術長屋13軒 １ケfｌ 金５illlj
｢i姓伝之丞 澱Ifl橋御'1111A］ 松WlI波守 御厩Aｌ 尿`馬１正１｝1銭６文
｢7姓松ｌｉ郷 麹町一町'１ 三宅(Ｉｉ後守 １ケjｌ 金21両２分、’1１ ４疋金l2i1llj
(『姓惣八 紀|）)家家''１術ﾌﾞﾄ倉之丞 1ケ１ 1人ｉｉｉ子5０ 大根50本
|「 紀|ﾉI家家''１脇彦一郎 ｌケイ’ 1人茄子5０ 大ｌＩｌ５０本
|「 組|ﾉﾘ家家'|'佐々木三之丞 １ケfｉ 1人iii子5０ ｝ 大lil50本
「 姓小平次 １１ﾘ谷仲殿町袋川 鈴木親(『術|脈１ １ケ（Ｉ １人iii子5０ 大'1150本
lnl |ｕ谷仲殿IUJ貨町 箆伝Tｌｉ 1ケfｌ １人茄子5０ 大Ｉｌｌ５０水
|iil ''11行仲殿町貨ＩＩＪ 友氏次郎 １ケiｌ 1人茄子5０ 大根50本
lnl |ｕ谷仲殿町災1H１ 乞Ｉ '１兀三１１１ １ケfｌ 1人茄子5０ 大根50本
Ｉ１ｉｌ lIu谷仲鳳町災Ⅲ「 小|｜小/,;iiWI汀１ lケイＩ 1人iii子5０ 大IlI50本
liil 谷左門町 IM1111Ⅱ:太郎 ｌケイＩ １人)iii子5０ 1:大'1150本
ri姓源|u即 松Ｗ１ｊ１汲守家｢'１根本ｉＩｌｉ次Rll ｌ ｌｊ ｌ ＩＪ Ｉ０ Ｉｉ ｊ 馬尿代1ケ |:金３illi
Iiil 松WD1波守家['１早兇ⅡIｲjiiil111 ’ 一ｊｌ ｌ１ Ｉ０ Ｉ０ ０ 馬尿代１ケfIi金３両
liil 紀Ijl家御金蔵役所 １ケfｌ 金２分２未
Ｉｉｉｌ 紀111家家!’ 馬場義太郎 １ケfｌ 金１１ilIj2分
ln1 尼ｉ１ｉ家家'Ｉ 磯野三ｲi術'１１１ １ケfｌ 金１ｉｌｌｌｊ２分
ri姓ハノ鋼 lm1 ilT谷谷町 家];称IﾘﾉA１ 5軒 lケイ１ 金２idj2分
ri姓小ｲﾌﾞ脚 lnl |ｕ谷鮫河Ni行1N「 家三Ｍ|《l醐 長屋14*「 lケイ１ 金３i1IjI分
｢『姓粂ｲriW ''１１ 二番町 佐Ⅱ1』《太郎 1ケH１ 1人》Ｉ 子50，二１２大Ｉｌｌ５０本
liil '''1谷中殿111「 ｣もⅡliili之Illj １ケf’ 1人)iｉ 子50,千大根50本
ｌｉｉｌ １１Ⅱ谷中殿111「 家三ii彦兵ill 長屋11ﾄﾞ「 lケイＩ 金６i1l’
『i姓に(j術''’１ ＩＩｑ谷鮫河橋行ⅢＩ ilYil卜音lin 1ケ４ 金`1両、人Ｉｌｌ４榊
ｌｎｌ 四谷鮫河橘谷NＪ 森野iｌｉ－ｌＭ １ケfｌ 茄子400,1二大''1400本
lｉ '１１１谷鮫河|バ行IHI 小池駒iUi １ケfｌ 茄子300,12大'1(300本
l（ 姓ｊｊｌ太郎 1ﾋﾞｸﾞ１$家外１１１家家Ili内inllW《１ 之１１１ノ １ケ４ 茄子2000,12大IjllOOO水
|Ｉ 尼；|』家外111家家ｉＩ１ｉＩ１１ルノノイ Ｉ Ⅱ 1ケfＩ 沢庵iilM抑
|「 尼lIi家外111家家Ili木部榊ﾉ， １ １ ,ＩＩｉ１ｵ｛代金６i111j
｢i姓銀ｲｺﾞiliilI'１ lIq行伝馬１０｢三Ｔｌ］ 家三1ijiM兵術lI1j4軒 1ケ年金５両、銀20匁
I，｢姓ｊも松 紀|）I家''''''11部屋 lケイ１２金３分
liil 紀ｌｊｌ末末''１小川善左術lml １ケ年茄子600，二１ 大ｌｌｌ６００本
liil 紐Ｉｊｌ家家'Ｉ 最上助ｲj術''1１ １ケ年茄子600,1 大根600本
｜■ⅡⅡⅡ● ●■■ｑ ｌｌＩ ｌ 紀Ｉｊｌ家家'Ｉ 村松伝三郎 １ケ年茄子600,1 大根600本
Ｉｉ１ 紀Ijl家家'’ 服部幸三､1１ １ケ年茄子600,1:大'11600本
r｢＃tlRAH術'''１ １１Ⅲ谷鮫河橋行Ii「 ｉ タコⅥ０－くＯＢ〃の●■５１ 家 店12*１ １ケ年金５iiIj
lｎＩ |ﾘﾘ谷鮫河１１【i谷町 家Z1i』佑ｌｉ 12軒 １ケ年金５両２分
|ii］ 喪六番町 簡木ｉｉ１次1１ １ケ年茄子650、ごＩ:人ｲll650水
Hosei University Repository
1０ 
第６表武蔵国荏原郡太子堂村の下掃除人（慶応３年.1867）
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 下掃除開始年 継続年数
(｢'|；廟ⅡIMI 渋谷 iWi木主水J1;1r1i1lIM(|Al(ｊｆｉ 安政５ｲＩ 10｛Ｉ 
ｌｉｉｌ 赤服薬{ﾘ[坂 紀(ﾉ}家鉄砲ilI1i牧|Ⅱ宗次郎 慶応元ｲ１ ３《１
｢｢舵鉄J1即 麻(ii他｣： ｉＩｉｌｌｌ左京大夫1flI1，((lＡｌ３ｆｉ 文久３fｌ ６fｌ 
|同Ｉ iIiIlI1f《様御lIIl11i iiillI左京大ﾉ（''１k｛敬Iﾉ121'１ 塵応元fｌ ３fｌ 
'１ iIillIjil<;人H１ ク 野重三郎 慶応元fｌ ３（’ 
iIiIII権ⅡUMi <」 [１１杯蔵 慶応元fｌ ３fｌ 
｢TlYl：汗次郎 渋谷芥 ,１９$木主水１１１~１１鋤t1Al6fl 安政５ｲＩ l０ｆｌ 
｢『#Ｉ .+即 i1illlri人''1「 '''''１鎮之肋 畷応２fｌ ２fｌ 
|同Ｉ 麻ｨiT桜lⅡ11「 家主又兵術 1興応２fｌ ２ｲＩ 
（ 姓宇之肋 iIillI権ⅡⅡ1J（ i１１Ⅱ1雅次郎 安政５ｲＩ l０ｆｌ 
lｉ i8jllIri人nＪ 三橋鋪太郎 勝 ｆ 一加』しＩ ３《１
（ Ｍｉ／uIi郎 iIjlllJilA人１１１ 大野孫六 爵 水元fｌ 2OＩＩ 
liiI i1jllI御乎大]:ＩＩＪ 一喝主家 １２ ｆ ｌ －兀応 ３ｲ’ 
｢i姓渋次郎 赤Ｉ)(三分版1； 新之助 天保９fｌ 3OＩＩ 
lｎＩ i1illI寓撤御''’1１１ 獣ⅡI半平 潟永６ｲＩ l５Ｉｌ 
r｢姓安五郎 i1iIlI宮搬御|肌lii i1illI左京大夫Il1h1敷１A１２名 文政l1fI 4OＩＩ 
Inl i`iIII秤光寺'''１１１ ＤＪ 卿・ＬＩ Ｃ●●■■ ｊに●■二１ 京 天保l4fI 25ｲ１ 
r｢姓称」i即 i1illlJL拾人H１ 飯村金之助 天保Ofl 30fｌ 
lnl i1iIlljil6人'1１ IlllI1徳蔵 天保９ｲ１ 30fｌ 
剛－ iIilllllIrlII1l 水野宇右術lｌＩｌ 天Ｉｌｆ{９ｲ１ 30《１
|iil i1illlIIlfYHli １１１１１１金之助 天ｌＭ９ｆＩ 3OＩＩ 
|両１ iIjIIlI1lfYMJ 二１J［ 付Ⅱ 天保９fｌ 30（’ 
liil i`iIllIllfY町 二’ ル(!’ 蔵 天保９fｌ 30fｌ 
lnl jliIlIIIl賀NＪ 〃ノー 村瞑 八 天保９KＩ 30fｌ 
liil iUjllIIIlH町 弧 谷万兵術 天保OfI 30fｌ 
－ ｜平川－ i1illIIlIfYIl「 Iｌｊ lWi金之lllj 慶応２ｲＩ ２fＩ 
｢｢姓茂吉 麹MＪ 駈 |)l家上屋敷ＩＡｊ２ｆｌ 瀦水元ｲＩ 20『Ｉ
liil 赤坂鈴lIiiiiMIiIii （ 小I､左術l１Ｉｌ 安政５《Ｉ 10(’ 
rilYI性/i術|加１ 元赤jｌ（ 家主隆共術 瀦水OfI l5fI 
ln1 元赤坂 家主兵I山 謝永Ofl l5iI 
r｢姓催左衛'１１１ i8ilII御１ － Ｎ Ｃ● 大 桜ｊＩ彦太郎 安政５ｲＩ l0fl 
ｌｉｉｌ iljllI御１ １ Ｎ ●● 大 blI谷祐蔵 安政５(’ lＯｌｌ 
ri姓松ｊｉ郎 i1jIllM 人１１「 柳沢左太日 安政５『Ｉ l０ｆｌ 
liil i`iIIIJii（ 人111「 111名＋左御 '''１ 安政５fＩ 10『Ｉ
ri姓１１丁即兵衛 洲 jﾉI築地 赤ﾉﾄ善三日 文久３ｲＩ ５（’ 
｢i姓ＴＩＴ之肋 ji/Ｉ jlR三軒家 川窪lif三 文久２ｲＩ Ｉ ｆ ６ 
lｉ jlIIill｢I ｎ町ＰＰＧ△ 大 今ﾉﾄ栄蔵 l魁応３ｲＩ lf1 
「 M2久蔵 jlllifｲノ M１ 商野仁三ＮＩ 慶応２fｌ ２fｌ 
|Ｉ jIlliilLご’ iIiIlI左京大火1『AlWIlﾉ１６名 万延元fｌ ８ＩＩ 
｢｢姓’１１１松 i1jIIIliliⅡ1原 菊池亥之助 刀延元fＩ ８ｲＩ 
Ｉｉｉｌ 赤Ｉ)〔一ツ木Ⅱ「 家主滕八 慶応元fＩ ３fｌ 
r『姓艘吉 iIiIll寓様御lmI11Ii '１ 休半蔵 文久２ｲＩ Oｌｌ 
|両１ iIilll御hil除FIi ノ lI1喜太郎 Ｉ 延冗ｲ’ ８ｲ’ 
riA1：／'l次郎 iUillII11fYIll ト '二I与右術'''１ 〕 係Ofl 30fｌ 
liil iIiIlII1liP(111 '１ 谷辰三郎 天保９《Ｉ 3OＩＩ 
liil IijllI御乎大]]8｝ '１ 菅銀三郎 慶応元ＩＩ ３《Ｉ
Iii］ liMilⅡrj1Il「 ＭＩＤ 崎雄之肋 Ｉ 延兀jｌ ８ｲ１ 
ｌｎｌ 麻ｲiiⅡIﾉ;6町 （ 局貞四郎 〕 延元ｲＩ ８《Ｉ
蔵兵、 赤坂1Milll行 友八 ） '１１１９ｲＩ 3OＩＩ 
liil 赤jﾉｽﾞ1M鍬行 三｣:快庵 天保９ｲＩ 3OＩＩ 
｢｢姓犬次郎 iIillI六週辻 fIi内三七郎 文久３fＩ ５『１
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1１ 
(註）塵Ｉｂ３ｆＩ芒９)］「下hIl除19所11(郷iIII2帳」（｢luIlI行[ﾑﾘＷＩ」鋪Pq集）より作成。
（
五
）
武
蔵
国
豊
島
郡
徳
丸
本
村
の
下
肥
取
引
徳
丸
本
村
（
現
板
橋
区
）
は
、
寛
政
十
一
年
二
八
二
七
）
八
川
の
「
村
差
出
明細峡」によると、川が四八町ｎ反九畝六歩（全体の三Ⅱパーセント）、
畑
が
九
一
町
三
反
一
畝
（
同
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
畑
勝
ち
の
村
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
田
畑
で
は
「
当
村
之
義
、
米
・
麦
・
稗
・
大
根
・
瓜
・
茄
子
・
大
豆
等
之
外
、
格
別
多
作
分
之
物
無
之
」
と
あ
る
よ
う
に
米
穀
や
野
菜
を
つ
く
り
、
ま
た
「
肥
之
義
、
川
カ
ハ
下
肥
・
苅
草
を
机
川
、
川
方
ハ
下
肥
・
灰
・
糠
・
下
水
（⑬） 
等相川巾候」とあるように、肥料は田畑ともに下肥を中心に苅草・灰・
糠
な
ど
を
用
い
て
い
た
。
た
だ
こ
こ
で
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
下
水
が
畑
の
肥
料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
村
に
は
慶
応
三
年
二
八
六
七
）
八
月
に
作
成
さ
れ
た
「
下
肥
掃
除代取訓下書」という帳輔がある。それをまとめたのが第７表である。
こ
れ
に
よ
る
と
、
村
内
の
農
民
七
一
人
が
下
谷
・
本
郷
・
湯
烏
辺
り
で
下
掃
除
に
従
事
し
て
い
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
家
数
が
一
三
四
軒
で
あ
っ
た
こ
と
から、ほぼ半数の農民が江戸の町に出かけて下肥を購入していた。
こ
の
帳
飾
に
は
、
下
掃
除
先
の
家
族
人
数
や
下
掃
除
代
も
記
牧
さ
れ
て
い
る
。
下掃除先は一四六粁でそのほとんどが武家屋敷であり、その家族総人
数
は
一
二
三
九
人
に
お
よ
ん
で
い
た
。
下
掃
除
代
は
、
一
人
当
た
り
大
根
か
千
大
根
五
○
本
、
あ
る
い
は
大
根
か
千
大
根
五
○
本
と
茄
子
五
○
個
、
沢
庵
漬
で
あ
れ
ば二、三人で一禅、金銭では金一分前後というのが一般的であった。
全
体
と
し
て
、
汲
取
り
先
に
支
払
っ
た
下
掃
除
代
は
、
大
根
一
五
一
七
○
本
、
千
大
根
二
七
○
五
○
本
、
千
大
根
二
樽
、
沢
庵
漬
八
六
・
五
樽
、
浅
漬
一
○
○
本
、
茄
子
二
五
五
二
○
個
、
金
四
六
両
二
朱
と
銭
一
○
文
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
徳
丸
本
村
で
は
多
く
の
農
民
が
江
戸
の
町
に
下
掃
除
先
を
確
保
机
い
で
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
梢
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
太
子
堂
村
の
下
掃
除
人
は
自
家
の
下
肥
を
訓
途
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 下掃除開始年 継続年数
百姓惣 青111宮槻御'111前 ''１１=1鉢之助 文久３fｌ 5年
同 四ツ行 三Ⅱ1付源蔵 天保９fｌ 30年
同 赤坂今）’ 谷 ｣fWW次郎 安政５fｌ l0fi二
|同］ 青111御１ 町工人 一尼lZ1之助屋敷内１名 安政５（１ 10年
同 青l[l御千人J:111Ｊ 木ｲllri｢Ji即屋敷1ﾉﾘ１名 慶応元fｌ 3年
同 青111寓撤御'’'1前 ｉｌＩＩ雁１１１ 木戸番喜兵術 文久３ｲＩ 5年
百姓ｈI次郎 麻布笄 高木二Ｉ －１ 水 下屋敷内２７１ 文久３fｌ ５年
同 麻ｲii笄 水一価 －１ 水 下屋敷内１７｝ 嘉永元fｌ 20年
同 赤坂今)’ 谷 b'１行ﾄﾄ流 文久３fｌ ５年
百姓栄次郎 青111久(!’ 町 家二ｉｆ脚代松 安政４fｌ 11年
百姓IJI;太郎 別 坂三'ド 家 111繩?f三 慶応２〈１ ２fI里
百姓忠左術lｉｌｌ 利 坂表'１ ,(1)M１ 大岡趣iii守ＩＩＪ屋敷IＡｌ６ｆｌ 安政５fｌ 10年
百姓耐次郎 赤坂表１２ ,１１iII｢二Ｔロ 家三１ １１；七 嘉永元fＩ 20年
百姓ノ[即次郎 渋谷広尼０１「 家三Ｉ 衛兵安 安政５(１ 10年
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1２ 
第７表武蔵国豊島郡徳丸本村の下掃除人と掃除場所（慶応３年．1867）
仔
垰
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 家族人数 下掃除代
百姓伝ﾉI:術|ⅡＩ 是折りI｢二Ｔｌ］ Ｗ;d字|･郎 ６ ｿ(lif21り
年寄神兵術 下行 ｣もX⑩ｎｉ:術|Ｍ１ ５ 沢ｌｉｆ２柵・jlii子200個
百姓七郎ﾉf術ＩＭＩ 町茅 1ﾉI1il1k1]《次郎 1２ 金21,1,』
百姓又三郎 艮肘町一ＴＩＩ ''１１Ⅱ文ｲriIill1 ４ メ '112004 ･iii子20011Ｍ
百姓’'二左iWlm1 IﾘIiUI1~1； ljl腺術flz 11 メ lIl550イ
同 金il(111「 価ｊ|:lU1SiIilnl ８ 人 llOlOOイ
１ ’一Ⅲ－ 同 IlIII英之Iﾘノ ６ 」 Ill300ｲ， 
－ ｜・ｎ１ 水〕iiWi内 lⅡ''１迷之1ﾘノ 1５ 人lll800水
百姓セイ『術''1１ 本今冗町 '八本ＷＩ：Wｉｌ１Ｉｌ ６ 金３i１Ｕｊ
'0 ｢谷 八lⅡ惣安 ６ ﾉＩ ＩＩｌ３００本
４ 奇TIi兵術 下谷Wi腫敬 I(’ １１１ ６ １ 大IIl300水
４ 奇』１４七 -Ｍ%代IＩＪ J<殿|･卿 ６ ノ '11300本・》ii子3001M１
１両Ｉ 犬ｉｉｌ１~1「 '１ }l11iiililW ６ 沢lIG2W)'１
同 |n］ |） １１(玄恵 1０ 金１i川ｊｌク）
百姓艮蔵 御ｌｉ池虎111樹１１「 111水ﾉｌｉｌ１ ５ 沢庵２１＃
同 同 鰯－ ●●● とlﾘノ ８ 沢Mf31＃
同 １ⅡﾙＷｉ通I） lリ柚 蔵 ３ 沢ｌｉｆｌｌｉ
同 ､11藤家,〔 R}１１イ {Ⅱ `Ｉ il(lIii21W 
百姓伝化 ~'ず谷小藤！ iD111I1前 llIllYI太郎 1４ 二|:人ｲ|↓７１W・浅潰50本
同 渋/iY小Ⅱ1１ ●■Ｕ●、 |;$』 ７ 二l:大ＩＩｌｌＭ）・浅漬50本・)iii子500個
[i姓八IWi術lwwl ｢谷''１御ｉ ２町 柳兇'１１１ ６ 大'113004 ．》h子300IMI
lｎ１ 同 桑lⅡ〕､紬 ８ 大'11400イ
百姓惣兵術 下r}三I1iWi １１崎半次郎 1０ 人IIl5004
同 同 '''1Ｗkﾉkj1 ８ 大ＩＩｌ４００４
同 同 lⅡﾄｨ銀之lﾘノ ７ 大lll350イ
|同Ｉ |『谷二ＴＩＩ \|崎'１;之狼 ８ 大llMOO水
百姓イリ兵術 駿河台 近鰯Ｗｉｆ Ⅱ 大lll1050本
百姓久太郎 谷下 池谷Ⅱｉｊド ５ 大lIl500木
同 Ｉｉｉｌ ｲ<次又次郎 ５ 大''1500本
百姓源助 llI-lr １１１とlとｲi術'011 10 大IIl500本・iii子5001MＩ
両Ｍ１武ﾉi:ilWI1`１ 下谷三iiiWi I,liWi金三1１１ ８ 大'11`100本
lｎＩ ｌｉｉｌ ＩｊｄⅡ|長三郎 `Ｉ 大'11200本
同 ｨ１１泉檎迦I） 内ⅡI幸次郎 `Ｉ 大Ill200本
同 金i)《１８｛ ｨiﾒLljl 10 人lll500水
IiiI ~「谷三IMIWi ﾉﾉｌｉ１与Iﾘノ `Ｉ 大''1200ｲミ
兵伝百 下行久保;1１ 小ﾄﾄﾄﾊ之助 ４ 大根200水・)iii子2001M１
同 下行脚ｉ１Ｉ 川 六郷位之lﾘノ ８ 大根400本
百姓斑１，i術|ⅡＩ '１｢|；八軒M１ 野Ⅱ1金IiIUl `Ｉ 大IIl200水・iii子200Ⅲ１
lｎ１ 下谷三IM1Wi 森祈Ji郎 `Ｉ 大ｌｌｌ２００水・茄子2001MＩ
同 処ｌＩｉＩｑＪ `1M);0随(''１ ３ 大'１↓200本
百姓iIli次郎 １ 谷災有川一Ｔｌ１ イ ）胃Ｉ ７ 沢１１１２`IiU・)iii子35011Ｍ
百Ｍ 又七 才 郷 「1１ 御 ノ l`Ｉ 金２iiIlj
百All １ 町●●● －１ Ｊ』●●■Ｕ Ｉ ｌＩ １ 谷ｨⅡ外Ｗｉ)、I） Ｚ ル ８ 二'２大'111`100本
百Ｍ １ １ 側太 １ 谷{Ⅱ泉WimI） ！’ |Ⅱ ５ 大'11200本
百鮒 Ⅱ 脚■●● ｊｌ 係 本郷二Ｔｌｌ ﾉﾉﾄ(｣そ及jＷｉ 1２ 金３両
百ｍ ﾉLIWi術''１１ 下谷1と:荷１１｢二「｢１ Ⅱ'''１沸三１１； 大||(970ｲ…)iii子65011ｈｌ
百Ｍ 三郎氏術 大根200本
[iＭ Ｉ ｒ 左１ １ １ 上野､|(坂 柳1！;(W〔i1i 1８ 沢11(ｆ６柳
『｢lYl 洩之１１１ノ 「谷 i1illl 1０ 二F人Ill50(〕水・茄子500ⅡAｌ
同 和升Ｗｉ迦}） 杉iili ８ 千大IIl400水・jiii子`lOOIlAI
同 小縢蟻袋町 小沢 1２ 二１２大l1l500水・jiii子5000A１
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1３ 
膣
Ｘ 
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 家族人数 下掃除代
而姓住]i/『術門 1；谷三前橋 Ｈ１水 ５ 沢庵２欄
Iii］ 下谷御徒111「 ↑ ｊ １ Ｅ ７ 1者大根350本・茄子350個
ｲ11寄七左術|"I 本IIimTI］ |ﾉﾄ豆蔵人 3９ 金５両
●１ 脚▲■■勺１ －基０ユグ寄■ＣＣ ｉ ｆ 1；谷長者町 I<(尾 ４ 千大根200本・茄子200個
liil lii］ ｢山 ６ 1急大根300本・茄子3001161
ｌｉｉｌ |同］ 久保 ４ |:大根200本・茄子200個
面姓斧右術|'iｌ 駿河台 天野 2０ 沢庵101＃
ILJ舵吉右WilmU1 下谷三前橋 吉田 ６ 二1二大根300本・茄子300胴
同 同 iir丼 ３ 沢庵２櫛
[i姓彦右衛|､１ 三味線堀 ''１１直瀬 2０ 二|ﾕ大根1000本
百姓杢兵術 ｲⅡﾙ(橋逝I〕 無沢 ４ 二'２大根200本
１ 一一，１ lril ﾆﾋﾉI： ８ 二'２大根400本
同 戎１０t新堀 金子 ９ 沢庵３欄
[i姓兵蔵 和泉橋通り 久野 ８ 1二大根400本・茄子400個
lril 'ず谷 橘家後惣'’１１番惣助 `Ｉ 二lx大根200本・jiIi子200個
【｢姓大ｲT術lml 谷''１善光寺坂 松平兵部太夫隠嘱 1５ 千大根750本
年寄三郎ｲ『術門 谷根泳 内藤 1７ 人根850本・茄子85011A｛
|同Ｉ 谷新橘 松平 1４ 大根1400本・茄子1400個
而姓金左術|脈｝ 天ﾄﾞｌｌ１ｆ手代１１１１ 高橋 1０ 大根500本・茄子8001M１
lｎＩ １ ’一Ⅱ１ /(L弁 ５ 金２分
『 姓甚八 ｌ 一一ⅡＩ 松永 ５ 大根250本・茄子2500A１
ｌｉ liil ''１杯 ５ 大根250本・茄子250個
|『 天i1lI下 栗原 ３ 大根150本・茄子150ＩＭＩ
ｌｉ ＩｎＩ 久保 ４ 大根200本・ガii子200個
『 姓三五郎 谷根汁1小路 鯉内 ５ 1芸大根250本
１ ’一Ⅲ－ |Ｉ [１日野 ６ 二'２大根300本・茄子300個
百姓長太郎 |｢ jl:葉 1６ 二｢大根800本
同姓権兵術 祈橘通I〕 登江 ６ 二|ﾕ大根400本
同 liil 杉;iii 1０ 沢庵６櫛
lｎ１ 利舟〔橋通り ｲI|泉 ６ 二'二大根400本
百姓六郎兵衛 lTiI 杉木忠述 1０ 沢庵６樽
同 |同］ 浅見三太夫 1６ 金５両
ｲ１１か権左術''１１ 水郷菊坂上 111口 1４ 二I:大根1000本・茄子850個
Ｉｉｉ１ 六木町 |[l岸 1２ '二大根400* ･茄子500個
lｎＩ 麹lUJ四丁'三１行 柴111 1０ 1二大根4004 ･茄子500個
面姓次郎八 辰之I=Ｉ 御天hjli厩IlM(榎本 ６ 沢庵２１W．; ii子30011脚
百姓久左術|薊１ 下谷御徒町 高橋 1０ 千大根500イ ･茄子800個
Iｉ 同 )||村 ９ ご'二大lR450イ ･茄子`150個
ｌｉ lｎｌ ３ 「大IH150ｲﾐ
『 姓茂右衛|M１ 小河IH「 柳沢豊前守 ２１ 二１２大根1050本・茄子420個
年寄次兵衛 1;谷根津小ｿⅡ 瀧｢I栄lｌｌｊ 1０ 沢庵４Ｗj・茄子5001A１
ｌｉｉｌ 111下 瀬、玄111 11 金４両
Ⅱ 脚。●■●１ 士口ｔ ４ －ｌ Ｉ 水郷春木F1「 '１ 端安 1１ 沢庵４櫛・)iii子500個
同 Ｉｎ１ 卿 一爪 ７ 沢庵`I櫛・茄子400川
Iｎ１ － ｜、Ⅱ－ '１ 久羅[咳 `Ｉ 沢庵２柳
年寄奥r(i術'’’１ 1《谷長者町 飯島辰｣L即 1５ 沢庵７櫛
ｌｎＩ １両Ｉ 松１m鉄之肋 1３ 沢庵４櫛
l【 姓太兵脚 同 人ill屋並三郎（長lii120#|:） `1２ 金９両
「 姓定右側 '0H１ 飯１１１町 松乎与ｆ'１ 3０ 人根2600本
f１ 奇太郎jｌ 術 「谷二丁'１ lIIj} 1７ 大根850本
「 姓凶五郎 -1；谷長者nＪ － １ － つ００１． ’１ ７ 大根350本
lnI 下谷御從町 iIli水 ６ 二'二大根300本
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1４ 
(註）隈Li》３flL8jLl「下肥ＩI】除代W(調下笹I」（｢徳丸水+１名三ｋ（安｣１京）文灘ｊ輔２巻）よI〕作成。
下掃除人 下掃除町名 下掃除先 家族人数 下掃除代
百姓jWLi術|加１ 水郷余助町 店子趣Ｉｌ１雁船五郎 ３ 金１両
同 lnl 店子｣Ｉ 彦七 ４ 金３両１分（４ｲｌｉ半分）
百姓忠三郎 本郷附木店 仁平六１１Ｍ ２ 千大根100本・ｉｉｉ子1001Ｍ
｢谷二Ｔ[Ｉ 友沢 ２ 金２分２朱
●●●■。ｌ｜｜ ミー姓 1;谷練塀小路 阿部謙兵術 ７ 二|ﾕ大根350本・》li子7001181
百姓ｌ慨八 i1lIlⅡ多町 村lllliIi 3０ 
同 liil 柳屋 ５ 二'二]で金10両
百姓三左衛門 犬ﾔ'１下-ｈ千代Ｉｌｌ 木戸－１１１F鈴木艮助 ４ 二|:大根200本・ili子200161
１ ｜一回－ IIril 落合栄次郎 ４ 沢庵２樽
百姓ノi即右衛'１１１ 水郷御弓町 111本 ８ 二|皇大根400本・ji(i子400ⅡA１
１ ’一ｎＩ '１ 簗IlI茂ﾉ,弓術lＷＩ１ 1２ 二'２大根600本・jil 7600個
１ 一一ｎ－ '１ 久仇（ 1８ 二'二大根500本・力Ｉ 子500個
１両］ |『 吉IⅡ ５ 千大'11250本・ｊｌ 子250個
同 |『 広瀬 1０ 金１両２分．銭10文
百姓平左衛１１【１ 巾11}ⅡIﾘ]神下 伊藤 ５ 千大根200本
同 Willi 杉本 ５ 沢庵１樽・金１分
|同Ｉ １Aﾘｳ|'}１１御玉池 福111 ４ 二l量大根200本
百姓！u郎兵術 ~｢行者石橋町 ４ 二|:大根200本・ｉｉｉ子200個
１両］ lｎ１ 友野 ５ 千大根250本・ルii7250個
年寄三郎左衛'''１ hIIlI11ﾘl1IlI下金沢''1１ 桔梗悲之狼 1８ １２人根1800本・)ili子13001A１
同 ~|;谷ＪＩｉ坂下 奥llljti(iｉｉ ５ 金２分２朱
百姓肋＋即 本郷ﾒL山111町 家主災li郷（家数４軒） 1６ 金２両２分
同 liil 浅兇鉄Ｉi即 ３ 二'2大根150本・jiii子150個
IriI lnI 柴１１１ ５ 二｢大根250本・ｉｉｉ子250個
百姓ｉｌ１ｉﾉｉｆ衛門 本郷'１１木店 高橘拾ｿ 即 ６ 二'2大根300本・茄子300個
－ ｜『、－ |､］ 梨本新|’ ６ １２大根300本・》ii子300個
同 同 堀口誹三郎 ６ 二|ﾕ大根300本・ｉｉｉ子300個
【Lj姓ノk郎左衝'１『Ｉ 下谷御徒１１１Ｊ 北村 ９ 沢庵３樽
百姓ニレ兵繍 llIT11(坂下 ''''二］ 1２ 二|z大根600本
年寄ｌを左櫛 門 |ﾘli''1下御台所IIJ 関伝諜 ６ 千大根300本，ｉｉｉ7300個
ｉｎ］ 「11泉橋通l） 竹''１次ﾉI:術|邪１ ６ 二'２大根300本・)iii子300個
同 １ ’一⑪Ｉ 稲）|:１ＭP三1W； ４ 二I:大根200本・茄子200個
同 ~｢谷青石橋IH「 野Ⅱ１尺久 ６ 千大根300本・ルｉｉ子300個
I2i1Il l造兵衛 ｲ１１泉橋通り 石jl:源』i:iiil肱I 1０ 二'二大根500本・》ii子500個
同 湯rJ天ｉＵ１１下 三上節太郎 ８ 二12大根400本・ルＩｉ子40011AＩ
ｌ ｌ－ｎ － 水郷金助町 牧野勝之肋 ７ 二'２大根350本・)iIi子350個
百Wｋ伝ｲﾌﾞ衛門 {Ⅱ片(橘通I） 松 ３ 金１分２朱
lｎ１ |「谷`’ 御徒町 剛円 ３ ‘ ２分
百姓金左衛門 XiQlI-l 手代町 河小 検校 ３ 大根300本・肘 子300個
同 「行う 神下 細l11L1 次郎 ６ 大根300本・》Ｉ 子350胴
|可 大神Ｉ 手代町 室 御役ff日吉銀郎 ５ １２大根250本・ｊｉ（ 子250個
|局Ｉ 犬F''１ 藤沢iiIjとlﾘﾉ ４ 金２分
ＩｎＩ 洲ｌｉｂ天神下 (@厘次！(ilii ３ 金２分
|同Ｉ |荷Ｉ 渡辺|(ﾘ次11； ３ 金１分
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1５ 
にくのいな対「いうが しそもと時第な料きし
受必｜Ⅲｌうりな’lIH11uつに，1.6またの少が１０１８こかｌＩｉるて
け要題こ、おしＩｌｌＩ〔たなまたの需なわと表のつＩＩＩｉ安下
｣こがととそ、な下。りる、で給くかそは１「たかｌｌｌｉ肥めあいでれ〉l：けげ下、にｉ]：あとてるの’''11肥のらなをらるう、に戸れ巡ＩＩｕ結つ戸る’１１済・ｉＩ１〔ルハ値でい肥入￥ｆｇ３当'１１ⅦＲ桝ＩｉｌｏＭ鰍：ii､唇：そ暁いこメ物てでら雁了し￣|；１４係たら追分ぃ・もして
＄でUlii鐸Miボ'Iil；Ⅷ￥；liil雀|;HBMのた「ていかつトｉｌ(ささつ、ＭＩＥ先は’1111＃WlliiiIELllii賑をぎｍｉｌ１Ｗれれたｌ(〃にlilliや１１ｔ
究にばにたた。定農桁そ１１１農「ても段一をがれ
Iﾘ１下かつ米尿米業をのな作が｛よつの年繋欠はしｌｌｕりい殺尿行経高ｌｌｌｉｌｌｕ業つ灯１１と変１１，ぎか、てやでてやへや営騰桁料上た作も化一とせ米
鰍蝋ｌｌｉＭ純iiiⅦ\麹iii締鰯i郷鰹蛾葬＄:1繩…蝿|灘i灘1窪民１ｍの充展‘…川鯏''１，Ｉｌｉｌ１ＩＩｆｗミ鵬うい肥とと
第８表江戸下肥一艘分の河岸値段（弘化２年．1845）
ｌYH１，．人ガＩＨＩ
[X］ 囚
Ｉ
r1 
L」
Ｘ 
、
L｣ [)（ Z 
Ｘ 
[、
(註）「jI11IIu節区史ｊ」二巻、7651r〔、「jIlbi嫁文謝１４，１１８～119【(、「市Illili史」ｉｎ六審上．325～32汀〔、漉辺砕次Ilj「郁市と農付の1111｣、331頁，
月 武敵国葛飾郡下小松村 武蔵国葛飾郡笹ケ崎村 武蔵国荏原郡大森村
１ 金１iIlj2朱 金１illj、銭300文 金２分２米、銭500文 金１iIU、銭100文
２ 金１iIfj2朱、銭600文 金１両、銭100文 金２分２朱、鮫700文 金１両２米、銭200文
３ 金lIiW3分２朱、３h100文 金１両１分、jLIOO文 金３分、銭400文 金１両１分、銭100文
４ 金liiYj2分、銭600文 金１i'1j１分２米、銭300文 金liIllj2米 金１iiljl分２朱
５ 金lidij2分、銭400文 金１両２分、jluOO文 金liIIj 金1両１分２米
６ 金l1Ihjl分２米 金１両２分、jluOO文 金３分２未 金１ilIil分、飯300文
７ 金３分２朱、銭400文 金１両、銭100文 金２分２外 金３分２朱、蛾200文
８ 金１両 金１両、’1M00文 金２ｸ)２外 金３分２朱、311200文
９ 金l1Ivj2朱 金１両２朱 金２分２外 銭300文 金３分２朱、銭200文
1０ 金１i1W、銭400文 金１両２米 金２分 金３分２朱、飯200文
1１ 金liiW 金３分２% 微200文 金２分、銭600文 金３分、銭600文
1２ 金ｌｉ１ｌ(i、銭200文 金３分２朱、蛾2()0文 金２分、jLlOOl文 金３分、銭600文
計 金1`1両、銭3000文 金l3iIIj3分、＄12500文 金８i11Ijl分２朱、餓2900文 金l2ilIjl分２米、jIi2700文
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1６ 
（
二
便
所
の
呼
称
近
世
Ⅱ
本
の
仙
所
の
呼
称
に
つ
い
て
、
近
世
後
期
に
科
川
川
守
風
に
よ
っ
て
編
まれた「守貞識橘」によれば、「京坂の俗は、（略）胴を専ら「せつち
ん
」
と
云
ふ
。
雪
随
な
り
。
し
か
れ
ど
も
「
こ
う
か
」
と
も
「
て
う
づ
ば
」
と
も
云はざるにはあらず。姉女は専らこうかと云ふなり。」とあり、また川
の
項
に
は
「
俗
に
雪
隠
と
云
ふ
。
京
坂
价
は
、
術
に
靴
り
て
「
せ
ん
ち
」
と
云
ふ
も
あ
り
。
州
女
は
「
こ
う
か
」
、
あ
る
ひ
は
手
水
叫
と
云
ふ
な
り
。
列
も
人
前
等
に
は
、
て
う
づ
ぱ
と
云
ふ
な
り
。
江
戸
に
て
は
、
男
女
と
も
に
術
に
「
こ
う
か
」
と
云
ふ
な
り
。
ま
た
、
て
う
づ
ば
と
も
云
ふ
。
「
せ
つ
い
ん
」
と
云
ふ
は
柵
な
り
。
健
屋
と
号
し
て
一
宇
数
戸
の
小
民
の
借
屋
に
は
、
毎
戸
に
凧
を
造
ら
ず
、
｜
、
二
戸
を
造
り
て
数
戸
の
氷
川
と
す
る
な
り
。
こ
れ
を
京
阪
に
て
は
、
惣
雪
隠
と
云
ふ
。
（Ⅱ） 
江戸にては、惣がうかと云ふ。」という記述がみられる。
これによれば、江戸では男女ともに主に後架（「こうか」）といい、
あるいは手水場（「ちようずぱ」）ともいい、雪隠（「せついん」）と称
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
災
厘
で
は
放
戸
雅
川
の
便
所
を
惣
後
架
と
呼
ん
で
い
た
という。ところが、東奴では主に列は雪隠（「せつちん」を紬って「せ
んち」と呼ぶこともあったという）、女は後架と呼び、しかし列も後
架
、
男
女
と
も
手
水
助
と
称
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
艮
雄
の
共
同
便
所
に
つ
い
て
は
、
江
戸
で
は
惣
後
架
、
京
坂
で
は
惣
雪
隠
と
呼
び
、
そ
の
処
築
櫛
逝
も
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
江
戸
と
京
坂
と
の
便
所
の
呼
称
の微妙な違いが指摘されている。
（脂）
しかし、近世の便所が凧（「かわや」）と呼ばれていたことも砿かで
あって、全国の各地域ではさらにさまざまな呼称があったにちがいな
い。また江戸の場合、当時の史料を兇るかぎり、後架という表記はあ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
雪
隠
や
手
水
場
と
い
う
用
語
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
に
一
二
江
戸
住
民
の
便
所
と
尿
尿
観
示障町どにのｌｌｕ仰こ↑iii
すの１１１そみ江汲「ｌｌののに江へこ有にこら戸取１１１帆１衆江戸ニハ障相可イｌ１１ｌｌｉ度流汲（l：典武と無小でれＴＩＴ｝）とノA（尿戸化－１Mii繍蝿'蝋!『f1l斐鮴,M雌iili急州iii1i:岬辨霞水次淵収障乎之差ＡＭい々右方所一もいのしメた肥霜聖lllllM鯛jiitとﾄﾄﾞＩ鮒ｗそぇ漢ｔ脳灘1雛1聯も之｣MⅧｗ=川,,Ⅲ長､i鰹瞬,二の,､'よ灘鱸蝿鰕ili11ii鱗Iii聯
見受けられる。
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1７ 
右」〔織右迄々二御成理
御外在職之我も１１１、置辰尋’二１之人通侭泰之ｌ当１候'1リニ分、’'１被之存，W，ラニノ１付前井立差取候取ｉｉＩｉ付中波足候置計、扱券塁上等迄逝被も右候金地候之小已被下可躰も江無鰯llMl1ilhiiM臘候Ii/WPijiiM別iTiiliilliII4纈兜繼衞繊繩ｲド二者峡迷様品候借ｉｉ珪護叫怒二溜悩jゼ」:潅蕊ＩＭ:Ⅶ|｢}!iｉ此Ｍ濤土MIiii竺堕、は是未何ハイ月
（朱書）「西之内横帳二致、上ハ書」
小
便
溜
抓
伏
置
限
場
所
井
障
無
之
町
々
書
北
辰
四
月
南
北
年
稀
名
主
共
本同｜同１下洩須，Ｍｉ下ｎＩｊ小
所所谷車田喰柳｜Ⅱ｜網縁石車町新町’'1「原ｌＶｉｌＭＪＩ１Ｊ三坂弐壱旅弐｜'リ同広三
１１リケ町ＴＴｆｉｉｉＴＴ朋小Ｔ
Ｔ所［’’二１１１１Ｊ目’二ｌｌＨＪｌ６ｌ＝１
１］御
ｉｎ 
り
り１
地
深南東南本ｌ１Ｙｉｌｌ可｜両１本勘江
川新湊八湊崎八ノiミ戸
町堀町ｌＩｌＪ町’'11.Ｔ術橋
々二壱堀堀’''１広
之ＴＴ三五四三ＩＩＪ小
内’１日一「ＴＴＩＩｌＪ路
’二１目Ｉ１ｐ
同
所
清
水
川
同
所
長
倉
町
同
所
三
笠
町
同
所
時
錨
屋
敷
同
新
坂
町
同
所
弥
勒
寺
門
前
同
所
長
崎
町
深
川
八
幡
旅
所
Ⅲ
前
右
町
々
柑
障
候
儀
無
之
旨
巾
之
候
右
之
逝
御
彫
候
、
以
上
（朱書）「天明四年」辰四月
南
北
小
口
年
番
名
主
共
右
之
迦
四
月
三
日
榔
与
左
衛
Ⅲ
殿
江
差
川
ス
江
戸
の
町
の
各
地
域
に
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
は
定
か
で
な
い
が
、
誰
で
も
使
川
で
き
る
公
衆
便
所
と
も
い
う
べ
き
小
使
溜
柵
が
設
世
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
江
戸
周
辺
農
村
の
農
民
ら
が
こ
の
小
使
洲
桶
に
排
泄
さ
れ
た
尿
尿
を
下
肥
と
し
て
利
右
川
々
ハ
家
持
地
併
等
之
行
畑
等
所
持
い
た
し
罷
在
候
二
付
、
銘
々
小
使
洲
桶
伏
置
汲
取
申
候
旨
申
之
候
同
所
五
丁
目
百
六
拾
ケ
所
程
同
所
菊
川
町
同
所
柳
原
三
丁
ｕ
右
町
々
ハ
前
々
よ
り
小
使
溜
桶
伏
置
掃
除
之
者
吸
収
置
候
旨
申
之
候
ｎ本
所所
吉新
岡Ⅱ１１
町
同本
所所
入吉
江１１１
m１１１１J 
番高同｜同１１局｝-1Ｔ浅[１１外輪所所所谷草谷
品北新薬龍三橋渋
ｌ１１１Ｉ１Ｊ石五泉輪場草
組町寺寺１１１「’'1Ｊ町
’'1「町
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1８ 
１文のい小にるをうル1〈にらＩＩｉｌｌｌ
⑤①③②①対支’'１１状便、」リ除もを小三とのす
してりイ(幅てたの障米》Ｕをそ所きの１１：｜ﾘＩｊ人こ川｛る
長て雪迷喪汁将が小怪の１W「怠の行に下ので、で戸洲もろ１ｲ〈と
屋い１１１３惑店で軍狭仙ｌｌｔで）０１１（ｉｌ有所あ水設は新あ〕|〔ｌｉｌＩ江がをい
付るやでのあないｉＷｌ人は仁を無でつに週’'１１現Ｉ）郊の戸、ｌｎ１う
近の￣I；あ路ｌ〕ど場イＩｉな柱Ｉｌｌｉ７１〈をはたたＷｊｉ力の、１４識の天収目
仁で水る地、が所がど来’|’し尋、とれをの識こ付ｉｖｉｌ町Ｉﾘｌで的小文を。内｜］通でｉＭＩｌがのの、ねこい流提１ｈ世のにをｉｌ１ｌＩｌｌきの便IlIi（利特にｌｌｌｉ（行はＩｉＴ発文）u［そたのうすｌｌｌｌＸ１場時輸’'1「のイ|’たた溜と）１１に小Ｉ）す商さｊｌｉ障賂のｏＷｊｉことしを所か送本道にのめ桶なし、１１１にる品れすとやｊ１Ｉ１こｉ』｝といて受やれし行路なは仁
をるてｊｕＨＷも御のるるな路１１１れ受でういけ従らて所やる、設鳶．；'ｻ１K盛)}どＭ]いり鮒＃鰍たて米は''１に裏とそ置向洲＃洲'iww1ilwifキ,,,ｒ蝋占徽娩w'(i(ＭｍＭｌｋ學獅糊螂“露辮灘鰈；た 。、匂仁では〕ｕｉちのか洲にｌＵＩのど沸名稀ョない尿Ｉｉｉｉｌｌｕのしｌ１ｌｌらつ葉１冊Ｗ繩ｌｉｉＩｉｋ灘鯲当糊三Ｍ職￥た金そ便よ設・もは便･はら都は仁水置しは話）|：いこへれをＩ）侭１１杉溜ｉＩＷ小に市、す仁さて、・’'1「たの土をす）iｌさ料ｈｉｉｌｌｌｉ便小一江るたれ「'｜小辻の･た地ｉｉｉるｌＷＩｉれを仁を溜（ﾘ【に戸これて１１１１１１１．」』.め捉場がたｌｊつ識桶ｉＷｌはのと流いす洲土惣、屋に所狭のえまＩｉＴ設｜、ほ町をしるる’１１１手右小敷修とくで、ずさ置設どで灸て場とのな術便なｊｌｌ１しなは〕iｉいれのＩＩＴ遠は件い所いＩｵ（ど’''１溜
出えるしをわいさ持た’1１のの掃Ｉｉｉｉもかの
し、認とた杵ずこるらす゜なこ’l「ｌｌｌＵ除が文れ小こ⑥て１１：識このｋＭかの’'１「にるまどのｆｉ料人設ｌＭｉら便の粋くるどお戸にろで的に段も、畑たに書ををに慨がは溜よがに大．のら（１１つであに存階あ水の、は」：郡Iilli汲さなそ桶うで臭１１１；財(iil鰯蝋《騨臓澱llj1illWiiiiijl総il繊鰄鍵ｉ、、のに保谷が、ｆｉめて’１１１てし認よあは金る御－１） 1蝿lii灘繊鱗！、た桑;!“liiii釧$A:w断卿'拙`るははま鰍illiiビギ：そ』1州：ii1IH1；１Ｍ本の筒なで綴し所大、こ)1つボキ所ぐ３く､ルバかにきそとﾐ刑Ｋｉ測ｔｔｍｉぃ潔篭ⅢⅡ｢Mwてし１１１鮒暖
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1９ 
そして、尿尿についても臭く機れがあるものとみていた。つまり、江
戸
住
民
か
ら
す
れ
ば
、
江
戸
の
町
に
設
極
さ
れ
て
い
る
小
使
溜
桶
は
周
辺
農
民
の
肥
料
確
保
の
必
要
性
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
迷
惑
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
ま
し
て
や
、
江
戸
住
民
は
個
人
持
ち
便
所
か
共
同
便
所
か
は
と
も
か
く
便
所
を
設
置
し
て
お
り
、
小
便
溜
抓
の
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
小
便
溜
桶
は
主
に
江
戸
へ
の
旅
人
や
御
用
・
商
用
で
江
戸
に
や
っ
て
き
た
人
々
に
使
川
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
尿
尿
に
つ
い
て
は
農
耕
肥
料
（
下
肥
）
と
し
て
の
効
能
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
而
匡
冒
及
し
た
も
の
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
返
答
書
の
な
か
で
、
江
戸
住
民
が
尿
尿
を
臭
く
、
磯
れ
が
あ
り
、
不
浄
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
小
使
溜
桶
設
置
の
反
対
意
見
の
な
か
と
は
い
え
、
本
吉
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
た
め
、
江
戸
の
町
で
排
泄
さ
れ
た
雪
隠
や
小
便
溜
桶
の
尿
尿
を
郊
外
の
農
村
地
域
に
運
び
川
し
、
尿
を
下
水
に
た
れ
流
す
こ
と
に
は
何
ら
の
疑
問
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
認
識
は
、
江
戸
住
民
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
尿
尿
を
下
肥
と
し
て
利
川
す
る
農
民
で
さ
え
「
土
民
た
ら
ん
も
の
は
、
身
上
分
限
相
応
に
、
雪
陰
・
西
浄
・
來
皿
・
香
々
を
処
々
に
か
ま
へ
、
不
浄
を
一
滴
す
つ
く
か
ら
ず
。
不
浄
と
は
大
小
便
の
儀
な
り
。
屋
敷
・
家
内
に
不
浄
を
鹿
州
に
す
つ
る
は
、
第
一
き
た
な
し
。
土
民
は
四
季
と
も
に
万
物
を
つ
く
り
出
し
わ
ざ
と
す
る
。
不
浄
は
皆
以
上
を
こ
や
し
、
（肥）
万作毛をやしなふ。」とあって、大小使は作物の肥料として砿要なもの
だ
が
、
屋
敷
周
辺
に
捨
て
る
の
は
汚
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
小
使
は
汚
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
上
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
尿
尿
を
臭
く
、
汚
く
、
邪
魔
物
と
す
る
認
識
は
万
国
共
通
の
も
の
で
（、）
あ
っ
た
ろ
う
が
、
江
戸
の
町
で
は
尿
尿
が
商
品
化
し
士
兀
却
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
そ
の
輸
送
も
常
態
化
し
て
日
常
的
な
光
景
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
誰
も
が
不
快
感
を
抱
き
な
が
ら
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
小
使
洲
抓
近
く
に
商
店
を
構
え
る
町
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
営
業
的
に
こ
の
上
な
く
迷
惑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
述
い
な
い
だ
ろ
う
。
下
掃
除
に
対
す
る
江
戸
住
民
の
認
識
は
、
明
治
の
世
を
迎
え
る
と
よ
り
い
っ
そ
う
衛
生
意
識
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
五
年
二
八
七
五
）
一
月
二
十
七
Ｈ
、
来
京
府
が
周
辺
農
村
の
正
則
戸
長
に
巾
し
渡
し
た
達
し
に
は
、
（、）
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
が
み
ら
れ
る
。
一
下
掃
除
之
も
の
是
迄
白
昼
人
跡
之
し
げ
き
路
上
を
蓋
も
無
之
、
糞
抓
を
以
運
搬
い
た
し
候
も
の
一
般
之
義
二
而
、
諸
人
相
怪
ミ
不
申
候
へ
共
、
其
実
ハ
甚
夕
不
潔
之
事
二
有
之
、
就
中
府
中
（
内
）
之
義
ハ
皇
居
之
有
所
な
れ
ば
、
百
年
風
習
日
ラ
四
万
二
関
係
い
た
し
候
義
二
付
、
右
様
不
潔
之
風
習
相
改
可
申
事
二
候
、
依
而
自
今
此
度
糞
桶
ふ
た
を
梨
し
臭
気
之
不
洩
様
二
心
を
付
而
蜜
閉
ス
ヘ
シ
、
万
一
述
背
い
た
し
、
ふ
た
の
な
き
糞
桶
を
川
ル
も
の
有
之
お
ゐ
て
ハ
、
取
締
組
見
附
次
第
差
押
江
可
巾
筈
二
付
、
此
段
机
心
得
候
様
下
掃
除
渡
世
之
も
の
共
江
不
洩
様
懇
二
可
申
論
候
壬
巾
正
月
Ⅱ
七
日
こ
の
当
時
、
下
肥
を
入
れ
る
肥
桶
に
蓋
を
せ
ず
運
搬
す
る
と
い
う
の
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
不
潔
で
あ
る
と
し
て
東
京
府
は
蓋
を
し
て
運
搬
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
ま
し
て
や
皇
居
が
あ
る
来
京
で
そ
の
よ
う
な
悪
し
き
風
習
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
全
国
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
の
で
、
不
潔
な
風
習
は
改
め
ることにしたとしている。この命令を守らない者は、「取締組」が差押
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
も
下
肥
の
運
搬
と
い
う
の
は
柵
当
臭
気
を
放
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
江
戸
住
民
に
は
そ
れ
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
の
世
と
な
り
、
西
欧
文
化
の
摂
取
に
よ
っ
て
衛
生
観
念
が
発
達
す
る
と
、
こ
の
こ
と
が
恕
し
き
風
習
と
し
て
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
事
例
を
示
そ
う
。
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
堀
江
町
（
現
中
央
区
）
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2０ 
向にら処にと源のえで物
けも、理なしもの尿にあを江
ら安周とるかな物尿、つｌｉＭ戸
れIilli辺いのしつ質処１１Ｗた培ｌＩｊｌ
たな農うは、たｎ１ｉ理，Iii1I･す辺
の肥村Ｉｌ１１１－ｌ・江の環とと｜ｉｌるの
で料で面八戸でとそし様う農
あがはが’ｕのあしのてにえ民
る必江強紀’'１１るて周売、でた
。要戸くにで・機辺却江身ち
ことの、人下能農で戸近に
こな}I「つつ肥し村き住’二と
にりへまてが、のた民供つ
市、供りか商都下とに給て
場江給金ら品Ｔｌｉ肥いとで、
原戸す銭で化と確うっき江
理のるのあし農保点てる戸
が町蔬やり、村がでも安の
勘か菜り、金の同１１１、ＩＩｌｉｌ１１ｉ
きら戦取そ鉄共時Ｉｉｉ尿なか
、イル暗りれや生仁な尿肥ら
尿ｉｌＵがはま野・で収を料Ｉル
尿さｉｉｌｉなで菜共き人処で１１１１
のれ発かはで存た源Ｉｌ１あさ
商る化つ江取関わでしりれ
品人した戸引係けあて、る
化尿、｡のさをでつも貨尿
が尿そこ’'1「れ示あたら敢灰
い（このののるすり。つなは
っＩ］た頃灰よも、都た資農
そがめか尿うの資ｉｌｉう源作
に生まれた鹿島葛兵衛は、大正十一年（一九二二）に江戸の世を回想
して「江戸の夕栄」という著作を刊行している。このなかで、「今より
忠
へば明治以前の江戸は随分不潔の都でありました。道路に小使溜り
（即）
の黄金水流れ出し小河を作れるは珍らしからず」と述べている。江戸
の
町
が
大
変
不
潔
で
あ
る
こ
と
の
事
例
と
し
て
、
道
路
の
湿
地
に
洲
ま
っ
た
小
使
が
小
川
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
「
今
か
ら
恩
へ
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
時
代
に
生
き
る
人
間
が
加
戸
の
町
を
回
想
し
た
と
き
、
道
路
の
小
便
洲
り
を
引
き
合
い
に
出
し
て
不
潔
な
町
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
剛
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
江
戸
の
町
を
「
荊
潔
都
市
」
と
捉
え
る
に
は
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
で
あ
る
一つ。
お
わ
り
に
う
進
み
、
大
き
な
市
場
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
支
え
た
の
が
陸
水
迎の発達で、都市と農村との物質術環の原動力となったのである。
江
戸
の
町
か
ら
周
辺
農
村
へ
の
下
肥
の
術
環
は
、
都
市
衛
生
上
璽
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
理
想
的
な
共
生
関
係
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
下
肥
の
巡
搬
は
臭
気
を
放
ち
、
都
市
蹴
鋭
の
う
え
か
ら
も
問
趣
が
少
な
く
な
く
、
農
作
物
へ
の
利
川
は
寄
生
虫
を
媒
介
と
し
た
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
尿
よ
り
も
人
糞
の
ほ
う
が
肥
料
価
値
は
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
尿
の
多
く
は
河
川
や
堀
、
下
水
に
た
れ
流
さ
れ
、
立
ち
小
便
も
横
行
し
て
い
た。ここには、江戸の町を「環境都市」や「リサイクル都市」・「清
潔
郁
巾
」
と
捉
え
る
こ
と
の
危
う
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
江
戸
時
代
、
江
戸
の
町
は
都
市
的
発
達
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
科
学
技術が発達したが、「環境」意識は高くなく、あらゆる側面で経済合理
性
や
利
便
性
が
優
先
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
周
辺
農
村
に
お
け
る
江
戸
の
町
の
下
肥
の
利
用
は
大
量
に
、
安
く
、
陸
水
迎
を
使
っ
て
簡
単
に
人
手
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
瑚
境
」
へ
の
配
脳
と
解
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ⅱ
常
生
活
や
健
康
被
害
で
迷
惑
を
蒙
っ
た
生
活
者
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
註
（１）澗川英輔「大江戸えねるぎ－珈愉」（講談社、一几几○年）、同「大江
戸
リ
サ
イ
ク
ル
事
情
」
（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
大
江
戸
え
こ
ろ
じ
－
事
怖」（講談社、二○○○年）鬼頭宏「環境先進国江戸」（ＰＨＰ研究所、
二
○
○
二
年
）
な
ど
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
江
戸
の
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
川
ら
か
に
し
た
伊
藤
好
一
「江戸の夢の局」（吉川弘文館、一九八二年）である。このほか、江戸
のリサイクルを高く評価したものに飯為仙子「蝋境問題の社会史」（有
斐閣、二○○○年）がある。
（２）岩淵令治「近世都市のトイレと尿尿処皿の限界」ｓ歴史と地理」第四
八四号、’九九五年）、同「近世都市江戸のゴミ処理についてｌ大名屋
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2１ 
グー、グー、
１９１８ 
－ン、－〆
（過）「川級Ⅱ荊辞卦」（岩波謝席、一几八（
て
凧
の
ほ
か
、
後
架
も
紀
牧
さ
れ
て
い
る
。
（町）「肛戸町触肥成」鏑八巻、一三四～｜
（Ⅳ）ｎ棟の内秤は、「守貞禍柵」（「近世風
（５）「世川谷区山科」第豈
（６）「川川家文背」飾九券
（７）証（４）、一二几口。
（８）「東京巾史柵」脈業飾
（９）「神奈川県史」資料編
（Ⅶ）「府中市の近世民政轡
（Ⅲ）「世川谷区史料溌脅」
（⑫）右同、第五巻、二八，
（
Ｕ
「
徳
丸
本
村
名
主
（
安
井
（
Ｕ
喜
川
川
守
貞
静
、
宇
佐
￥
服）七一、一○三頁。
（
４
）
「
来
京
巾
史
柵
」
派
楽
節
輔
三
十
Ⅱ
、
Ⅲ
二
九
１
Ｎ
三
二
頁
。
こ
の
紛
争
の
経
紳
は
、
熊
潔
徹
「
江
戸
の
下
肥
値
下
げ
迦
助
と
緬
々
惣
代
」
言
史
学
雑
誌
」
鋼
九
四
グー、
３ 
，－〆「肛戸町触肥成」鏑八巻、一三四～一三六頁。
ｎ棟の内秤は、「守貞禍柵」（「近世風硲志一」一三七～一三八口）の家
主
の
凧
に
も
、
「
祇
戸
は
服
は
卯
ら
洲
淑
に
こ
れ
を
蕊
て
、
尿
は
川
に
こ
れ
を
符
ふ。尿、俗に「こゑ」と云ふ。こやしの略なり。」とあり、江戸では爪
を
柵
に
替
え
る
者
も
あ
っ
た
が
、
洲
や
堀
に
桧
て
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
「百姓伝記（上匡、済波文脈、一五七頁。
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
か
ら
ｎ
ｈ
年
に
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
勤
務
し
た
ド
イ
ツ
人
の
ケ
ン
ペ
ル
が
著
し
た
「
Ⅱ
本
誌
（
上
巻
）
」
（
今
井
正
翻
訳
、
霞
ヶ関出版、’九七三年、一一二四頁）には、日本で栽培される大根には
人
糞
が
施
肥
さ
れ
る
が
、
そ
の
臭
い
が
芯
ま
で
浸
み
込
ん
で
い
る
の
を
嫌
っ
て
、
記述されている。
「世川谷区史料溌脅」第三巻、
右
同
、
第
五
巻
、
二
八
－
二
九
頁
。
「徳丸本村名主（安井家）文書」
喜
川
川
守
貞
静
、
宇
佐
美
災
機
校
訂
を越えてｌ」（司
年）。
渡
辺
評
次
郎
「
都
市
三年）一一二～一
細
飾
Ⅲ
号
、
一
九
八
ｈ
年
）
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
「世川谷区山科」第三典、二一一一六～二一一一七頁。
「
川
川
家
文
背
」
鏑
九
巻
、
二
二
八
頁
。
敬の法令を中心にｌ」（「考古学へのアクセス」学習院考古会、二○○
○年）、同「江戸のゴミ処理再考ｌ“リサイクル郁巾“・〃清潔郁市“像
を
越
え
て
ｌ
」
（
「
国
立
歴
史
民
俗
柳
物
館
研
究
報
告
」
第
二
八
号
、
二
○
○
川
「東京巾史柵」脈楽節第三十八、二九六，
「神奈川県史」資料綱七、近世Ⅲ、七九一
「府中市の近世民政資料典」、一六九’一
「
世
川
谷
区
史
料
溌
脅
」
第
三
巻
、
一
’
二
頁
。
「都市と農村のⅢｌ都市近郊農業史論Ｉ」
L 
ｌＩ 
ｏ 
一
几
八
○
年
）
に
は
、
便
所
を
示
す
川
諦
と
し
第
一
巻
、
一
六
八
～
一
七
○
頁
。
「守貞識稿」（「近世風俗志こ、沿波文
一九六’二九七頁，
七
九
二
’
七
九
九
頁
。
几’一七六頁。
（論刺社、一九八
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
誰
も
食
べ
よ
う
と
し
な
い
、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（加）「世Ⅲ谷区史料描謝」第九巻、一七四頁、「東京巾史稿」市街筋五十二、
七
五
一
’
七
五
二
頁
。
（、）庇局茂兵術「江戸の夕栄」（紅柴堂謝腸、一九二二年）、改版（中公文
庫、中央公論新社、二○○Ⅱ年）。
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